




「ト」 節条件 文 現象 的意 味 機能的意味 説明表示文 発話意図
1.は じ め に
日本語の条件表現は固有の形式 を複数有 し,複 文のなかでも体系的な把
握が困難な言語現象 の一つである。これまで主 として前件 と後件の事態間
の意味づけをめぐって多 くの考察がなされてきたが,理 論 と運用の問には
まだ解明すべき問題 も少な くない。条件表現には 「ト」,「タラ」,「レバ」,
「ナラ」 の主要な形式 のほかに,「テハ/デ ハ」,「場合(ニ ハ)」,さ らに逆
条件文の 「テモ/デ モ」なども含めると複雑多岐にわた り,個 々の形式の
運用における記述 も必ずしも均質的でないところがあるからである。日本
語教育の導入でも分散 した配置が考慮されてはいるものの,導 入の順序 も
関連付けも十分に吟味されているとはいいがたい。「ト」節条件文につい
ては久野(1973)や 豊田(1978)の 一連の研究などをきっかけにして多 くの
議論が展開されているが,そ の実質的な意味づけには不十分な点 も多い。
例 えば 「トキ」節 と同じ課で提出されているテキス トもあ り1),時問節 と
の塊界など学習者にとっては不明確な点 も少なくない。
1)例 えば,『 しん に ほ ん ご の き そ』,『み ん な の 目本 語 』(い ず れ も ス リーエ ッ ト
ワー ク)な ど。
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益岡(1993)に 説明する 「現実に観察する継起的な事態の表現」特徴 も,
「ト」節に内在する多様な因果,時 系列的要素を概述 したにすぎない・ま
た 「ト」節条件文は,砂 川他(1998)に よれば,① 一般条件,② 反復 ・
習慣,③ 仮定条件,④ 確定条件,⑤ 事態継起,⑥ 前置き・のように分
類 される。しかし,① と② の意図するところは重なりも見 られ,明 確 な
線引きは難 しい。
本稿ではこれまでの先行研究を踏 まえつつ,「 ト」節条件文の特徴 を伝
達機能,発 話意図とい う観点から再検討 を試みるものである。従来の主 と
して他の形式 との運用の重 なりや異同を求 める考察か ら発展 し,な ぜ
「ト」節条件文が用いられるのかといった発話意図を重視する立場からそ
の特徴を分析 してみたい。同時に関連する目本語の条件表現の特質を考え
るきっかけに したいと思 う。「ト」節条件文は上記四形式の条件表現 の中
では一般にもっとも早期に提出され,「 タラ」節条件文 とともに口頭表現
などでも出現度,使 用度が高いものの,ど のような言語現象において顕著
であるか,と い う考察は必ずしも十分 ではないよ うに思われる。 また,
「タラ」節条件文 とともに偶有的な依存関係 をあらわす とされるが,そ の
意味の妥当性 を単に口頭的な使用頻度の高 さだけでな く,具 体的・個別的
な用法の特徴において明らかにすべきだろ う。
まず,こ れまでの 「ト」節条件文についての考察を概観 し,さ らに従来
あまり言及 されることのなかった結果事態重視の特徴を,条 件表現のもつ
談話機能の一環 として述べていくことにしたい。 とくに,身 近に見 られる
く説明表示文>を 素材 にして 「ト」節条件文の特徴 を明 らかにし,目 本語 』
教育における実際の運用の参考に供 したい と思 う。
ここで〈説明表示文〉とい う文章の性格 について注釈 してお く。条件表
現を観察する場合,そ の言語対象としてはさまざまな自然言語が考えられ
る。それぞれの一般的な特徴は会話文,説 明文,報 道文,ス ピーチ文など1
多 くの言語材料から帰納的に導かれる。つま り,あ らゆる言語素材に見 ら
れるその最大公約数的な特徴がその条件表現の本質的な特徴 ということに
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なるだろう。従来の研究では言語 をできるだけ一般化,簡 略化 した場面に
おいて考察 を進め,あ る特定の原理を抽出 してきた傾向があるが,よ り周
到な記述研究 を進めるに当たってはある程度,伝 達指向を明示 した言語素
材に限定 してみる必要もあるだろう。
ここでとりあげる〈説明表示文>と は説明書き,広 告文,看 板などに見
られるもので,例 えば次のような文である2)。
1)ス テップに立っ と扉 の開閉ができません。
2)手 を入れてランプの光 をさえぎります と自動的に温風が出ます。
3)通 路に自転車を置 くと,車 椅子や 目の不自由な人が通れません。






これまでの 「ト」節条件文に関する考察を整理すると・[PQl(前 件 ・後
件)の 事実関係,事 実認識 とい う点において話 し手の主観的意図や感情を
介入せずに,も っぱ ら眼前の現象や状況 を一体的にとらえることを主務 と




6)彼 はお酒 を飲むと,す ぐ顔が赤 くなります。
「ト」節が現象本位 でもっとも単純化 された形式であ り
,つ いで話 し手 の
気持ちをあらわす 「タラ」節,書 き言葉で多用 される論理性の強い 「レバ」
2)も っとも例2)な どは通常 の会話や文章 に も見 られ る ものだが,あ えて一般
性 の強 い発話意図 をもつ文 を 〈説明表示文〉と規 定する。
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節,最 後に文脈依存に比重を置く 「ナラ」節,と いう配列の工夫は目本語
教育の実際において,学 習者の習得の過程や習得に要する労力の負担 を考
慮 したものであるが,一 方で 「ト」節の事態現象重視の性格から独 自の意
味構成 をもう少 し,具 体的にとらえてみる必要がある。





うか。上例 では 「あの交差点」 とい う特定の環境,「(こ の器械)」,「彼」
とい う固有の場(対象命題 と名づける)において,そ こで恒常的に生起する
特徴 を述べるところにそれぞれの関心が置かれる。つまり,「交差点 を右
に曲がると薬局がある」 という〈当該領域>の 事実,「 お金 を入れる上切符
が出る」 とい う〈当該器械>の 仕組み,さ らに 「お酒 を飲む立す ぐ顔が赤
くなる」 とい う〈彼>の 体質など,対 象命題 とされ るものの属性 とい うべ
き現象をあるがままに描 き出した,一 種の現象文,出 現文として認識 され
ることになる。
また 「ト」節条件文は 「タラ」節条件文にくらべて,話 し手の感情的な
意図が介入 されにくい,あ るいは主文文末にモダリテイが現れにくい点が
指摘 される3)。
～7)家 に帰るとす ぐ手を[洗 いなさい/洗 いましょう/洗 った逐、ゑ杢
いいです...]
しかし,次 のような引用文や主観 をあらわす文 では条件文が話 し手 の判
断,断 定の傍証,き っかけとして用いられることも少な くない。
8)要 求に応じないと商品に針を入れると脅 し,_
9)「 そ うですかねえ。人問は,人 が見ていると死ねないものですか
3)「 ト」 節 の文 末 制 約 につ い て は,永 井(1992),前 田(1995),藤 城(2000)な ど を
参 照 。 ま た,モ ダ リテ イ の 出現 状 況 につ い て は村松(1992)な ど を参 照 。
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ね え 。独 り じゃ な い と,死 ん で い け ない もの です か ね え」(桜 島)
10)毒 物 は青 酸 カ リだ,と 検 察側 は言 うが,青 酸 カ リは,こ れ を飲 む
と,普 通,十 五,六 秒 の問 に絶 息 す る とい う。(帝 銀 事 件 の謎)
11)電 車 の 中 を よ く観 察 す る と,若 い 女性 の 多 くは ふつ うにつ り革 を
握 る よ うだ。 変 な つ か ま り方 をす る と,か え っ てお しゃれ で は な
い と、思 うら しい 。(朝 目2000.6.4.〉
ま た,意 志 な どの モ ダ リテ イ もあ らわれ な い わ け で は ない 。次 の よ うに
話 し手 の主 体 的 意 志 と して の行 為 の 発 動(「撃 つ」 「怒 る」)や,新 しい状 況
の発 生(「風 邪 を引 く」 「電 車 に遅 れ る」)の予 告 を述 べ る ケー ス も少 な くな
い0
12)a.動 く と撃 つ ぞ。
b.言 うこ とを き か ない と怒 るわ よ。
c.は や く服 を着 な い と風 邪 引 くぞ 。
d.急 が な い と電 車 に遅 れ る よ。
これ らは個 々 の場 面 で の 聞 き手 目当 て とい う点 で主 文 文 末 に は 「ぞ」 「よ」
「わ よ」 な ど の終 助 詞 を伴 うの が 一 般 で あ る
。 ま た 主 文 には お お む ね 共 通
して 「(遅れ る)こ とに な る」 とい っ た必 然 的 な結 果 事 態 の招 来 が 含 意 さ
れ,機 能 的 に は忠 告,警 告 文 と して発 話 され てい る。 また,次 の よ うに主
体 を明示 せ ず に不 特 定 多 数 の聞 き手 を意識 して述 べ られ る もの もあ り,主
文 文末 に も意 志 性 が働 い てい る。
13)ク ー ポ ン券15枚 を集 め ます と ビー ル サ ー バ ー を進 呈 します 。
これ らは後 述 す る 「ト」 節 条 件 文 の伝 達 指 示 的 な用 法 で あ る。 「ト」 節 の
主 な特 徴 と して は,こ う した現 象,習 慣,構 造 を示 す ほ か,次 の よ うな
〈発 見>の 意 味 も多 く観 察 され る。
14)格 子戸 を開 け る とす ぐの 玄関 に若 い女 中が 迎 えて い た 。
(神々 の乱 心 一 下 一)
15)東 京 へ帰 っ てみ る と,松 飾 りはい つ か 取 り払 わ れ て い た。
(こ こ ろ)
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ここ で は 「格 子 戸 を開 け た/開 け よ う と した」 時 点,「 東 京 へ 帰 っ てみ た」
時点 で,そ れ ま で に進 行 して いた別 事 態,「 若 い女 中 が 迎 え て い た」,「松
飾 りが いつ か取 り払 われ て いた」 こ とに不 意 に遭 遇 す る とい う場 面 を あ ら
わ して い る。 意 味 的 に は 「(Vル)と(Vテ イ タ)の が見 え た/の が分 か っ
た」 の よ うな観 察 ・認 知 的 な視点 が含 意 され る。[PQlの 述 語 に お け る
"Vル"と"Vテ イ タ"の 照 応 は 典 型 的 に 見 られ る タ イ プ で あ る
。 「ト」
節 述 語 に は前 掲 例10)の よ うに 「観 察 す る」 の よ うな動 詞 が,主 文 に は次
の 「気 がつ く」 の よ うな動 詞 が一般 に あ らわ れ る こ とが 多 い 。
16)東 京 の電 車 に乗 っ て いる と,立 って い る乗客 で,つ り革 に し っか
り とっ か ま らな い人 が少 な くな い こ とに 気 が つ く。
(朝 目2000.6.4.)
こ うした 「ト」 節 条件 文 の あ らわ す 〈発 見>の 意 味 は,後 件 の結 果 事 態 の
発生 が話 し手 に と って の新 情報 で あ る こ と を示 して い る。 こ こ で注 意 した
い こ とは 〈発 見>の 性 格 で あ る。つ ま り,行 為 の時 点 で の 発 見 を発 話 時 点
にお い て確 認 した とい う意 味 での発 見 で あ る。
17)a.朝 起 きて み る と違 う新 聞 が入 って い た 。(発 話 時 点 で の確 認)
b.朝 起 きて み る と違 う新 聞 が入 っ てい る。(行 為 時 点 で の発 見)
ま た,「 ト」 節 が事 態 発 生 の 時 点 をあ らわ す 場 合,「 トキ 」 節,「 テ 」 節 に
近 い性 質 を もつ 。
18)冬 が[来 た とき/来 る と〕,私 は偶 然 国 に 帰 らな けれ ば な らな い こ
と に な っ た。
19)兄 が[帰 っ て き た とき1帰 っ て く る と],父 は 寝 な が ら新 聞 を読 ん
で い た 。
20)朝[起 き る と/起 きて1起 き た とき],30分 ジ ョギ ン グす る。
これ らは 時 問 の 前 後 に お け る事実 関係 を あ ら わす 事 態 の継 起 用 法 で あ る
が,「 ト」 節 に は 「Pす る とす ぐQ」 とす る事 態 間 の 変化 移行 が迅 速 で一
体 的 な記 述 の印 象 を与 えて い る。 また,事 実 関 係 は文 脈 に よ っ て は 「こ と
に して い る」 と い う習慣 的 な行 為 の反 復 を含 意 す る こ と も あ る。 これ も
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「ト」節 が 「トキ」 「テ 」 節 よ り意 図 的 に優 先 して使 わ れ る点 で あ る
。
21)家 に帰 る と花 に水 をや る[こ とに してい る]。
「ト」 節 条 件 文 の も う一 つ の内 在 的 な特 徴 は 瞬 問性 の取 り立 て や事 態 の前
後 関係 、を あ らわ す 点 で あ る。
22)ふ た を開 け る とバ ネ 仕掛 け で 人形 が飛 び 出 した 。
23〉 私 は街 に出 て 花 を買 うと,妻 の墓 を訪 れ よ う と思 っ た 。(夏 の花)
24)中 山 が 連続 ゴー ル で追 い つ くと後 半 に も3点 を加 え,圧 勝 した 。
22)は 事 態 の連 続 的 な継 起,突 発 的 な出 現 とい う意 味 で は,「 や 否 や 」 「と'
た ん」 な ど と重 な る用 法 で,「Pと(突 然/す ぐ)Q」 とい う構 造 を成 して
い る 。23)は 事 態 の 前 後 関係 を,24)は 「余 勢 をか って(今 度 は)」 とい う
よ うに,状 況 の連 続 的 な 進行 に よっ て事 態 が順 調 に累加,累 乗 され て い く
様 態 の過程 をあ らわ して い る4)。
瞬 問 性 の取 り立 て に は個 々 の恒 常 的 な 性 質 に言 及 す る こ と が あ り,「 た
び に」 との 意 味 的 な重 な りが 認 め られ る 。次 の例 で は具 体 的 には 個 々 の習
性,習 慣 な ど を表 して い る。
25)a.ち ょっ と注 意 す る と怒 る(:注 意 す るた び に)
b.脂 っ こい もの を食 べ る と胸 や けす る(:食 べ るた び に)
c.思 い 出 す とい や に な る(:思 い出 す たび に)
これ らは 「[ちょっ と注 意 した/食 べ た/思 い 出 した][だ け で/だ けで も]」
とい う限 定 的 な状 況 を条 件 と して提 示 した もの で,主 文 は対 象 や 主体 の生
理 的 な反 応 を表 す 内 容 が来 る場 合 が多 い。
以上,「 ト」節 条 件 文 の 〈発 見 〉を主 体 と した 意 味 を確 認 して き た 。 これ
らの現 象 は お よ そ共 通 して事 態 の時 間 関係 の連 鎖 か ら導 き出 され た と考 え
られ るが,そ の背 景 を考 え る意 味 で も,も う少 し場 面 的 な記 述 が必 要 に な
るだ ろ う。〈発 見>は 「タ ラ」 「レバ」 節 に も一 部 認 め られ る もの で,「 ト」
節 条件 文 の固 有 の特 徴 で は な いか らで あ る。 した が っ て,次 に は 「ト」 節
条 件文 に特 有 な 〈発 見>の 本 質 的 なす が た を明 らか にす る必 要 が あ る。
4)「 卜」節,「 タラ」 節の事 実関係 の態様 につ いては蓮沼(1994)を 参照 。
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3.事 態の機能的な意味について
これまで 「ト」節条件文の現象的,性 質的な意味付与 の形態 を主 とし
て,時 問関係を表す局面において確認 してきたが,こ こではそれをさらに
詳 しく見るために三つの意味機能,す なわち〈反応 ・代謝性〉,〈可能性 の
示唆〉,〈傾向 ・頻度>,〈 前置 き・注釈>と いう特徴 について,発 話意図の
視点からみていきたい5)。
3.1.反 応 ・代謝性
田中(1994)で は 「ト」節の特徴 を後件事態発生の多様性,個 別性 にお
いて 〈仕組み>,〈 構造>と いう意味でとらえた。
26)a.押 す と(ドアが)開 く。
b.振 ると(液が)出 る。
c.叩 くと(ガラガラ)音がする。













5)〈 現象的意味>と 〈機能 的意味〉につ いては 「吐 き気 がす る」「天 を仰 いだ」 を
例 に とれば,「 現 象的 意味」 とは,事 実描写 を旨 とした生 理 的,物 理 的 な意味 を





こうした働きの延長 として,後 述する次のようなく説明表示文〉は,一 般
社会に向けてメッセージを 「開放」 した,あ る一定の伝達的な指示機能 を
になうものである。
29)飲 む前にキャベ2を 飲むと胸焼けしない。(お酒 を飲む人は)
30)英 語 を話せると10億 人と話せる。(外国語 を勉強 したい人は)
そして 「ト」節には慣例,習 性 としての次のような〈代謝〉的特徴 があら
わされ る。
31)放 置 しておくとにがみ防止の効果が損なわれるおそれがあ りま
す。
ここで 〈代謝>と い うのは後件の前件に見合った,あ るいは適合 した内容
が発生することを意味する。個々の性質,構 造 を明示する意味効果につい
てもう少 し詳 しく見てみよう。後件事態はこれまでの経験,経 緯 から見て
遅かれ早かれ発生する,と い う予測にもとづき,そ の可能性を示唆するた
めに,「恐れがある」「可能性がある」とい う存在文が表示 される。ここに
は〈ナル〉的な結果の意味が含意 されている。これは実質的には不特定の
聞き手を対象に,事 態発生の必然 を通告することにもな り,一 種の警告文
である。
32)乗 務員室にはた くさんの機器があってこれにふれると思わぬ事故
が発生 し,危険です。立ち入 ると鉄道条例法第33条 によって罰せ
られます。
33)こ の腰掛下のハ ン ドル を手前に引 くと ドァは手で開けられ ま
す6〉。
6)「 腰掛 け下 のハ ン ドル を手前 に引けば ドアは手 で開 け られ ます(JR東 海)」の
ような 「レバ」節条件 文 による表示文 もあ るが,こ れは よ り既成 事実 としての事実
の論理的関係 を客観的に あらわ してお り,同 時 に文体的 な特徴 が考 えられ る。
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次の例 も同様に本体の機能の説明と同時に,行 為の促 しという意味をあら
わしている。
34)使 用後,便 器から離れますと,自 動で 「洗浄液」 と 「薬液」が流
れます。
35)こ のボタンを押す と非常停止すると同時に係員に連絡 します。
文全体には 「(流れる/連 絡する)ヨ ウニデキテイル/ヨ ウニナ ッテイル」
とい う生成的,ま たは 〈ナル>的 な移行の状態の意味が観察 される。「ト」
節にはこのような新 しい事態を習慣的に触発 させ る働きがある。もっとも
〈説明表示文>に 限 らず一般的な傾向 として 「ト」節 は主文の 「ナル」形
式などをともなって反能,反 射的な意味をもたらすことが多い。
36)カ ッパの絵 をかくと元気が出てくる。どうしてなんだろ う。
37)土 曜 目の昼,NHKテ レビの 「生活笑百科」 とい う番組 を見る
と,う れしくなる。(朝目2000.7.14.)
一般に自動詞は何 らかの事態発生 を意味づけるものだが,例 えば 「ふ と
る」「下がる」や 「ような気がする」 も変化 ・移行の意味を含意 している。
38)あ んまり怒 ると太っちゃうから,や めたほ うがいいよ。
39)女 性 も目傘 を差すと,頭 の皮膚温度が三度は下がるとか。
(朝目2000.8.3。)
40)連 目のような十代の子供の事件 を聞 くと,子 育ての先は被害者 か
加害者 か,い ずれかのような気が して恐ろしい。
(朝目2000.7.13.)
3.2.可 能性の示唆(ま たは予告)
伝達指示機能 として,警 告,忠 告などの特徴を指摘してきたが・ここで
は 〈可能性 の示唆(ま たは予告)〉とい う特徴 について考えてみたい。前件
を提示 しながら,後 件で経験的に予測される結果事態をあらわす とい うこ
とは,新 事態の出現に対するある種の期待感,可 能性を示唆,表 明するこ
とでもある。事態の生起関係 は偶有的ではあるが,前 件の行為現象が後件
の帰結 を招 くことが十分に可能だとする主張,情 報 をあらわ している。
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41)こ こで(宝 くじを)買 うと当たる(こ とが多い)。
42)今 目のゲームを落 とす と大変なことになる(かもしれない)。





高架 になるとi南 北のまちの交流が促進 されます
高 架 下 に新 た な スペ ー ス が で き ます
鉄道 の安 全 性 と輸 送 力 が 向 上 します
(中央 線 高 架 化 をす す め る運 動)
「な い ト」 否 定 接 続 形 式 の表 現 も可 能 性 を示 唆す る用 法 の ひ とつ で あ る
。
これ は 「Vナ イ トイ ケ ナイ 」 の縮 約 形 で もあ るが,「 な い ト」 で 文 を止 め
て 言 い差 し,主 文 を省 略 した 助 言 ・警 告 文 で あ る。(主 文 を添 え る と きは
文末 に聞 き手 目当 て の終 助 詞 「よ」 「ぞ 」 な どを とも な うこ とが多 い)
44)a.ち ゃ ん と しな い と。(:ち ゃん と しな い と恥 ず か しい よ)
b.急 が な い と。(:急 がな い と遅 れ るよ)
c.は や く起 き な い と。(:は や く起 き な い と遅刻 す るぞ)
d.い い かげ ん に しな い と。(:い い かげ ん に しな い と叱 るぞ)
次 の よ うに話 し手 が 自分 自身 に向 って 「な い ト」 用 い た場 合,義 務 の確 認
をあ らわす 。
45)さ て,そ ろそ ろ帰 らな い と。(そ ろそ ろ帰 らな い と遅 くな る か ら)
こ う した 「ト」 節 条 件 文 に共 通 す る特 徴 は近 似 未 来 で の後 件 事 態 の出 現 を
念 頭 にお い た もの で,〈 可 能 性 の示 唆(ま た は予 告)>と い う意 味 を確 認 し
てお き たい 。
3.3.傾 向 ・頻 度
「タ ラ」 節 条 件 文 が直 接 的 に 個 々 の聞 き手
,読 者 を 目 当 て とす る こ とに
よ って,主 文 文 末 に話 し手 の気 持 ち が あ らわ れ や す い の に対 して,「 ト」
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節条件文では現象本位 の記述 が特徴的である。 これは不特定多数の聞き
手,読 者を念頭においた,一 般の公共的な情報提供 という点でも顕著であ
る。この特徴 は次のように簡潔性 を重んじた主張 として,し ば しば対比
的,対 句的にあらわれることがある。
46)民 主:範 囲狭いと救 えぬ
自民:企 業縛 ると弊害も(目 経2000.4.15)
これは 「消費者契約法案を国会で審議」 という新聞の見出 しにあったもの




47)タ ィではバス停で待 っているとバスを乗 り逃がす(こ とが多い)。
48)仲 がいいうちはいいが,敵 にまわすと怖い(こ ともある)。
引用節のなかに条件文が内包 される場合,も はや既成の事実 として,し か
も慣例的でかつ予測可能な事例であることを結果事態 として提示 されるこ
とになる。
49)金 融再生委 は,強 力な権限で改革 を引っ張 ってきた。 トップが代
わると基本方針まで揺 らぐというのでは金融行政に対する内外の
信頼を傷つける。(朝 目1999.12.21.)
3.4.前 置き,注 釈,副 詞句相当成分
ここでは 「ト」節の形式的,慣 用的な側面の一つ として前置き,注 釈 と
いった用法を考えてみたい。これは談話的な展開においてきわめて機能的







d.こ の よ うに考 え て い き ます と,.
e.一 つ気 がつ い た こ とを 申 し上 げ ます と,...
f。 以 上 の点 をま とめ てみ ます と/整 理 し てみ ます と,...
g.顧 ます と/振 り返 ります と,…
こ うした前 置 き的 な機 能 は ス ピー チ レベ ル でい うと,あ る種 の丁 寧 さ を表
示 す る もの だ が,話 の筋 道,期 待 を話 して も聞 き手 とと もに共 有 す る,誘
導 的 な 姿勢 が み られ る。
前置 き表 現 が一 定 の慣 用 的 な レベ ル で 文 副詞 的 な誘 導成 分 とな っ た もの
も多 い 。
51)ひ ょっ とす る と,こ とに よ る と,と もす る と,や や もす る と,そ
うこ うす る と,も しかす る と,悪 くす る と,何 か とい う と,い ざ
とな る と,ど うかす る と,う っか りす る と,何 か あ る と,寄 る と
触 る と,ど ち らか とい う と,ひ とつ 間 違 う と,下 手 を す る と,
ち ょっ と油 断 す る と,...
また以 下 の よ うな接 続 詞 相 当表 現 もみ られ る 。51)と 同様 に 事 態 との遭 遇
の場面 をあ らわ し,か つ 聞 き手,読 者 へ の 注 意 喚起 とい う意 味機 能 を もに
な って い る。
52)そ こへ い く と,そ こへ くる と,そ うす る と,そ うな る と,と な る
と,と す る と,し ば ら くす る と,と 思 うと,か と思 う と,見 る
と,す る と,と,...
こ の一 部 は 次 の よ うな後 置 詞 的 な用 法 が 独 立 ・分 化 した も の と考 え られ
る。
53)こ う して冤 罪 がっ く られ るの か と思 うと,背 筋 が寒 くな る。
主 文 に は多 く 「こ とに な る」 「して しま う」 と い う言 い方 が含 意 され,事
態 の常 例,常 犯,常 態 化 が同 時 に事 態 の傾 向,本 質 をあ らわ して い る。 こ
の なか に は次 の よ うに前 件 内 容 を受 けて話 し手 が あ た か も行 為 の代 役 者 を
演 じて い るか の よ うな効 果 を あ らわ す こ とが あ る。 「み る」 「す る」 は実 質
的 な意 味 を意 図 して い る わ け で は ない 。
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54)み る と,後 に見 知 らぬ男 が立 っ て い た 。
55)す る と,何 か い 。俺 のや り方 が気 に入 らな い とで もい うの か い 。
56)と,太 郎 は,突 然,席 を蹴 っ た 。
また,「 ト」 節 に は 「を 見 る と」 「と比 較 す る と」 や 「とな る と」 「に よ る
と」 「か らす る と」 な どの よ うな慣 用 化 した 後 置 詞 的 機 能 が い くつ か 見 ら
れ る7)。
57)歴 史 を振 り返 る と,「 駄 目押 し」 が悪 い結 果 を招 い た例 が あ る。
58)気 象 庁 の予 報 に よ る と,明 目は全 般 的 に荒 れ る模 様 です 。
「を見 る と」 に は と くに観 察 とい う視 点 が特 徴 的 に あ らわ され て い る。
59)政 府 や 連 立 野 党 の幹 部 た ち の振 る舞 い を見 る と,「 ダ チ ョ ウ症 候
群 」 とで も名 づ け た くな る。(朝 目1999.12。21.)
60)フ ラ ンス料 理 に こん な名 前 を付 け て い る とこ ろ を見 る と,こ の献
立 表 は い つ ご ろで きた もの で し ょ うか 。(神 々 の乱 心 一 下 一)
ま た,述 語 成 分 と共 起 す る慣 用 的 な言 い方 と して は,「 とい い 」 「と困 る」
な どが あ る8)。 と くに 「とい い」 は文 脈 に よ っ て は,希 望,助 言 な ど の表
現 意 図 を多様 に あ らわ す 。
61)明 目,晴 れ る とい い ね。
62)一 度 あの 先 生 に診 て もら うとい い よ。
63)遅 くな る とい けな い か ら,こ れ で 失 礼 し ます 。
以 上,事 実 関 係 の 結 び つ き を基 調 と しな が ら,現 象 的 な意 味 規 定 が発 展
して伝 達 的 な機 能(警 告,助 言)を にな う 「ト」 節 条 件 文 の機 能 的 な特 徴 を
観 察 して き た 。 次 に 〈説 明 表 示文>を 材 料 に,具 体 的 に 「ト」 節 条件 文 の
あ らわす 〈公 共 性>と い う表 徴 的 な意 味 をみ て み る こ とに した い 。
4.説 明表示文に見られる 「ト」節条件文
〈説明表示文>と は前述のように,広 告文,効 能書きにみ られ るような
7)「 卜」 節 の後 置 詞 化 機 能 につ い て は高 橋 太 郎(1983)を 参 照 。
8)「 トい い」 な どの慣 用 的 な形 式 につ い て は 田 中(1991)を 参 照 。
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説明文,取 り扱いなどの注意,説 明文 をさす。これ らには不特定の聞 き
手,読 者に対 して伝達指示的な機能が明確であ り,「 ト」節条件文の特徴
がきわめて具体的にあらわされている。以下では,構 文的な特徴 を用例 と
ともにみてい く。(なお,以 下の例文では出所 を省略 した)
【Vト,Vコ トガアル】












69)ビ デオカセ ットを冬g屋 外などの寒いところから急に暖かい部屋
へ持ちこむと,テ ープに露がつくことがあ ります。
70)水 の入った油を加熱 した り,過 熱 した油に水が入ると,油 が飛び
跳ね,や けどをすることがあ ります。
主文述語の文末形式 「ことがあります」の代わ りに,発 生確率を想定する
「場合があ ります」「おそれがあります
」 も多用 される。
7霊)激 しく振 った リショックを与えるとインクのもれる揚合がありま
す・
72)こ の電池は充電式ではないので,充 電すると液漏れ,破 損のおそ
れがあ ります。
73)ス ピー ドを出しすぎるとハン ドル操作が難 しく事故を招 く恐れが
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あ ります 。
74)キ シ リ トー ル は食物 繊 維 と同様 に消 化 され に くい た め一 度 に 大 量
に飲 む と,体 調 に よ りお腹 が ゆ る くな る場 合 が あ ります 。
これ らの多 くは 「プ ラ スチ ック容 器 は 「キ シ リ トー ノレは」 な どの よ うに言
及 し よ う とす る あ る対 象 物 を 「は」 に よっ て提 示 し,そ の特 徴 を説 明 す る
とい うパ ター ン に な っ て い る。前 件 述 語 の 多 くが行 為 動 詞 で あ る が,次 の
よ うに 「小 さ く浅 い と」 の よ うに,形 容 詞 もあ らわ れ る。 なお,形 容 詞 の
場 合 は 「小 さ く浅 い よ うだ と」 の よ うに,例 示 の形 を と る こ と も多 い 。
75)鍋 が 小 さ く浅 い とスパ ゲ テ イ が は み 出 して焦 げ る こ とが あ りま
す ・
76)爪 が長 い と レン ズ を扱 う際 に レ ンズ につ い た り破 損 した りす る こ
とが あ ります 。
「こ とが あ る」 「場 合 が あ る」 は単 な る頻 度 の意 味 で はな く,可 能 性 を示唆
し てい る。 また 文 末 に は あ る種 の傾 向 を あ らわす 「が ち だ」 「や す い 」 な
ど の形 式 も用 い られ や す い。
77)コ ンタ ク トレン ズ を使用 して い ま す と,目 の異物 感,か ゆみ な ど
の不快 な症 状 が起 こ りが ち で す 。
・78)ビ タ ミ ンB2が 不 足 す る と疲 れ や す くな っ た り
,肌 荒 れ,に き
び,湿 疹,口 内 炎,目 の充 血 ま どの症 状 が あ らわ れ や す くな りま
す 。
可 能性 の示 唆 や 傾 向 がそ の性 質 と して す で に一 般 に認 知 され て い る と想 定
され る場 合 は,「 こ とが あ る」 な ど を用 い ない こ と も多 い 。
79)出 し口 を下 に向 け て二つ に折 り曲 げ る と中身 が 出 ます 。
80)油 は加 熱 しす ぎ る と発煙,発 火 します 。
【VトVナ ル】
「ト」 節 の 特 徴 で あ っ た 〈構 造> ,〈 仕 組 み>と い う意 味 は,主 文 文 末 の
「ナ ル」 の表現 と一体 的 に あ らわ され る こ とが 多 い 。
81)次 の こ とを守 らな い と,け が,火 災,感 電,故 障 の原 因 とな りま
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塗。
82)ペ ンを激 しく振 ったり落 としたりするとインク漏れの原因とな り
茎立。
83)発 売当目限 り有効のものは途 中下車されますと,前 途は無効 とな
ります。
84)お 召 し上が りの後,キ リトリ線か ら切 り離 して頂 くと捨て易 くな
ります。
85)ご 注文 にな りますと,お 好きな ドリンクMサ イズに2本Lサ
イズに3本 がセットになります・
86)撤 去 されますと,撤 去手数料 として自転車二千円,バ イク三千円
を徴収 され ることになります。
ここでも[PQ]の 関係は旧事態 と新事態 との必然的なつながりをあらわす
と同時に注意の喚起や警告をうながす文になっている。文末に 「ナル」が
明示されていなくても主文に移行変化 を十分に示唆する文脈があらわれる
と,そ のまま指示,説 明文 として機能する。
87)電 話がかかってくると着信音が鳴 ります。
88)上 向きで使 うとガスだけが出て,中 身が残 ります。




可能,非 受身の状態から可能,受 身の状態への移行(ま たはその逆)を あら
わすという点で,事 態の出現,出 来(シ ュッタイ)を意味 している。これら
も実質的な意味 としては助言 勧めをあらわす。
90)こ の腰掛け下のコックのハン ドルを手前に引くと,ド ァは手で開
けられます。




93)カ ギを差 し込み,右 に廻すとトビラは開けられます。
94)洗 濯機の下に水受けを置 くと,水 漏れを防 ぐことができます。
95)検 温の途中で体温計 を取 り出すと,正 確 な体温が計れません。
96)乾 燥させますと,レ ンズが固 くな り,装 着できなくなります。
同様に主文に受身表現はあらわれるケースは次のような例である。
97)ビ デオカセ ットの背面の 「つめ」を折っておくと,録 画 されませ
空 ・




99)蛇 口に手 を近づけますと,自 動的に水が出ます。
100)充 電がはじまると青いランプがつきます。
【VトAdj(形 容詞)/N(名 詞)】
ここでは主文に形容詞 または形容詞相当語があらわれ,特 徴,特 典,恩
典など,価 値評価をあらわす内容が観察された。この場合も 「雨にぬれる
と気持ちが悪い」の 「気持 ちが悪 い」が 「気持 ちが悪 くなる」の意味をあ
らわすように,事 態の変化 ・移行を意味 している。
101)み だ りに車外に出ると危険です。
102)「 アタックポイント洗い」をお使いになると効果的です。
103)今 入会すると特典がいっぱい。1年 間のご利用をお約束いただ く
と,毎 月の基本使用料500円 引き,年 間でも6000円 お得です。
【VトVノ デ～】
ここでは二重複文,つ まり,「 ト」節条件文を内包する従属節 として,
9)李(2000;64)は 「ト」節 において,因 果 関係 にお ける使役 の事態発生 を認 め
て い るが,こ れ も事態 の反 復姓 とい う,一 つ の出来 の タイ プ をあ らわ して い る。
「人間 の手 はそれが何か を掴 んでいない と当人 を妙に頼 りな く不安に させ るらしい」
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原 因理 由 を あ らわ す 「ノデ 」 節 につ づ くパ ター ン をみ て お き た い 。 さ らに
「ノデ」 の前 に は前 述 の く可 能 性 の示 唆 〉を明記 す る 「こ とが あ る
」 を含 む
こ とが多 い 。 また,「 ノデ」 が 受 け る文 の ほ とん どが,丁 寧 体 とい う文 末
形 式 を呈 して い る。不 特 定 多 数 の 聞 き手,読 者 に対 す る伝 達 的 な 意 味 が よ
くあ らわ され た例 とい え る だ ろ うlo)。
104)タ レ をか け る とはね る こ とが あ ります ので,衣 類 な ど を汚 さな い
よ うご注 意 下 さ い。
105)突 起 物 や 重 い も の を入 れ る と破 れ る こ とが あ ります の で,ご 注 意
くだ さ い。
106)凍 らせ る と内 容 液 が膨 張 し,容 器 が変 形,破 損 す る こ とが あ りま
す ので,ご 注 意 くだ さい 。
主 文 文 末 には 「て くだ さい 」 に よ る要 求,注 意,指 示 表 現 が続 くのが 一般
で あ る。
107)側 面 を持 つ と中身 が飛 び 出 します の で,カ ドをお 持 ち くだ さい 。
108)ク リー ニ ン グ しす ぎ る上 ヘ ッ ドを痛 め ます の で,必 ず説 明書 を読
ん で くだ さ い 。
文 末 要 求 表 現 の代 わ りに,「 ま す」 「な い」 な ど文 が あ らわ れ る こ と も あ
るc
109)ラ ップ を器 に し っ か りか け る と蒸 気 が外 に出 に く くな ります の
で,軽 くかぶ せ ます 。
110)高 温 にす る と破 裂 の危 険 が あ る た め,直 射 目光 の あた る と こ ろや
フ ァ ン ヒー タ ー の近 くに置 か な い。
以 上,不 特 定 の受 信 者(聞 き手 ・読者)に 対 して 注 意 を喚起 した り警 告 を発
した りす る 「ト」 節 条 件 文 の伝 達 的 機 能 の側 面 を,実 際 の用 例 を通 して観
察 して き た 。
10)「 ノデ」 の代 わ りに 「カ ラ」 もあ らわれ るが,採 集 した例文 では圧倒的 に
「ノデ」 が多 く観察 され た。 この ことも 「ト」節 をふ くむ文が直接 に聞き手 を対 象
とせず,不 特定の対象 を意図 した もので ある ことを示唆 している。
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5.二 文構 成 に よ る条 件 表 現 と 「ト」節 条件 文 に よ る拡 張
〈説 明 表 示 文〉の な か に は,接 続 詞,接 続 助 詞 な どの 文 接 続 標 識 を もた
な い文 を二 文 用 い る も のが あ る。 最 初 の文 が い わば 従 属 文 的 な役 割 を,後
の文 が主 文 的 な役 割 を に な う連 文 的 な構 成 で あ るが,情 報 的 には 次 の 二 つ
の文 の あ い だ に 「ト」 節 が含 意 され て い る と、思 われ る。
111)非 常 の とき は こ のボ タン を押 し続 け て くだ さい 。係 員 に連絡 しま
す 。
cf:非 常 の とき は こ のボ タ ン を押 し続 け る と,係 員 に連 絡 します 。
以 下 の例 も本 来 「ト」 節 条 件 文 で述 べ る と ころ を簡 潔 に二 文構 成 とし た も
の で あ る。
112)タ ン クのふ た は強 く押 した り引 い た りしな い で くだ さい 。ふ た が
落 下 して け が を した り器 具 を破 損 した りし ます 。
cf:タ ンク のふ た を強 く押 した り引 い た りす る と,ふ た が落 下 し
て...
113)照 明 器 具 に タ オ ル,衣 類,カ ー テ ンな ど を か け な い で くだ さい 。
火 災 の お そ れ が あ ります 。
cf:照 明器 具 に タオ ル,衣 類,カ ー テ ンな ど をか け る と,火 災 の
お そ れ が あ ります 。
こ う した文 で は[(厘]ト)簿 鶉 ノデ,[副(ナ イ)デ ク ダ サ イ]の よ う にS1
の情報 が反 復 され る とい う構 造 が 内在 して い る11)。
114)(照 明 器 具 に タ オ ノレ,衣 類,カ ー テ ンな ど をか け る と,)火 災 のお
そ れ が あ ります の で,照 明器 具 に は タオ ル,衣 類,カ ー テ ン な ど
を か け ない で くだ さい。
原 因 理 由文 に も条件 とい う前 提 が 潜在 化 してい る こ とも しば しば 観察 され
る 。 これ は前 述 の 【VトVノ デ ～】の 言 い方 と も関連 して い る。 次 の例 で
は 「駆 け込 み 乗 車 をす る」 な どの 内容 が 《格 下 げ》 され て い るが,「 ト」 節
11)こ の よ うな 「ノ デ/カ ラ」節 と 「ト」 節 と の内 在 的 な相 補 関 係 に つ い て は
田 中(1997)を 参照 。
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条 件 文 を用 い る こ とに よ っ て,《 格 上 げ 》 され る。 以 下 の例 で は そ れ ぞ れ
「ト」 節 が 「カ ラ」節
,「 ノ デ」 節 内部 に含 意 され て い る。
115)危 険 で す か ら,駆 け込 み 乗 車 はお や め くだ さい 。
cf:[駆 け込 み 乗 車 をす る と]危 険 です か ら,駆 け込 み 乗 車 は おや
め くだ さ い。
116)あ な た の健 康 を損 な うお そ れ が あ ります の で,吸 い過 ぎ に注 意 し
ま し ょ う。
cf:[吸 い 過 ぎ る と]あ な た の健 康 を損 な うお そ れ が あ りま す の
で,吸 い過 ぎ に注 意 し ま し ょ う。
117)イ ン ク が揮 発 しや す い の で,換 気 を良 く し,使 用 後 は必 ず キ ャ ッ
プ を閉 めて 下 さい 。
cf:[キ ャ ップ を 閉 め な い と]イ ン ク が揮 発 しや す い の で,使 用 後
は必 ず キ ャ ップ を閉 め て くだ さい 。
次 の よ うな 自的 文 に も 「ト」 節 条 件 文 との相 関 関係 が観 察 され る。
118)さ ら に防犯 性 を向上 させ るた め に は,別 途 有 償 で用 意 して い る専
用 の面格 子 をお使 い くだ さい 。
cf:別 途 有 償 で用 意 して い る専 用 の 面格 子 を お使 い くだ さ る と,
さ らに防 犯 性 を向上 させ る こ とが で き ます 。
こ う した連 文 構 造 に 「ト」 節 条 件 文 が潜 在 的 に深 く関 与 して い る事 実 は,
「ト」 節 が そ もそ も機 能 的 なふ る まい をす る性 質 に よる と ころ が 大 き い こ
とを示 唆 して い る 。








ここで,「 ト」節条件文の特徴 として,〈 コ ト>的 な発想が事態の局面的
な意味とその展開を具体的にあらわす点において基底 に共通 していること
を指摘 しておきたい。これは,例 えば 「レバ」節条件文が論理的,整 合的
で,こ とわざや格言などにみ られ るように 〈モノ>的 な発想が基底にある
のと対照的であるように思われる12〉。
ここで〈コ ト〉的発想 というのは個別的な,か つ現象的な事態関係 の展
開を意味するが,こ こからその場での注意の喚起や警告 といった具体的な
行為指示表現が導かれる。日本人 の 「ト」節条件文 の運用傾向を上記 の
く説明表示文>を 手がか りにみてみると,瞬 問的な事態の掌握,そ して新







120)あ の交差点を右 に曲がると,市 役所があ ります。
こうした,い わばステレオタイプの例文のみを提示 して 「ト」節条件文の
特徴 を学習者に理解させようとするのは 「ト」節条件文の一部の運用 では
あるが,す べてではない。また意味的な理解による動機づけも不充分 であ
るように思われる。とくに初学者に対 してはある一定のパ ターンによる使
用の動機付けは有効かもしれないが,使 用の発展性,範 用性 という点 に関
しては疑問が残る。例えば,119),120)に み られ る 「この」「あの」 と
いった指示代名詞の限定的な機能のもつ情報的価値 についても説明が必要
12)以 下 「ト」節 に見 られ る 〈ナル>的 な表現 の本質 につ いては池上(1981)を,




本稿では〈説明表示文>を モデルに,「 ト」節条件文のもつ一般性,公 共
性という発話意図を考えてみた。この事実をさらに敷衛するために,例 え
ば次のように 「タラ」節条件文 と比較 してみよう。
121)a.[そ んなことをすると叱られる]よ 。 〈必然的〉
b。[そ んなことをしたら]![叱られるよ1。 〈恣意的>
「ト」節条件文の場合,「 そんなことをすると叱られる」 という,い わば
自明の世問一般の常識,通 念を下敷きにして述べている。聞き手に対 して
は,周 囲がそうであるから,と いう一般認識 を持ち出す ことによって,間
接的に聞き手に注意,警 告 を与えているのに対 して,「 タラ」節条件文で
は二つの事態の相補的な結合に関心が置かれる。「ト」節条件文が 〈個>の
集合,集 約である〈公>を 意識 して不特定多数の聞き手を想定 しなが ら述





122)a.部 屋に入ると帽子 をとる!〈 問接行為指示型>
b.部 屋に入ったら帽子 をとる!〈 直接行為指示型>
帽子をかぶったまま席につこうとする者 をつかまえて,「帽子 をとりなさ
い」とい う代わりに上記の二つの言い方が可能だとしよう。この二つの文
意は同一事実,同 一内容 を意味するものだが,「 ト」節条件文の場合は事
態全体 を一般の社会的通念 としてとらえ,そ れを相手に投げかけることに
よって〈個〉への行為 をうながしている。「タラ」節条件文の場合はそ うし
た社会通念 を背景に置かず,直 接 〈個>に 向か う注意,警 告 を意味する13〉。
13)皇 室の会見な どで は 「ト」節 がほ とん どあ らわれず,「 タラ」節 が丁寧 さの
レベル で多用 され るとい う指 摘 を金美淑氏(大 東文化 大学大学 院生)か ら受 けた。簡
潔 佳を特徴 とす る 「ト」節 の丁寧化 の レベルにつ いても今後の考察がのぞ まれ る。
r
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この点から前者 を間接行為指示型,後 者 を直接行為指示型 と規定すること
ができるだろう。
集団性の文化,習 慣 を好む目本では,直 接的でな く,か つ一般通念 を下
敷 きにして発話 したほうが,相 手 とのコミュニケーションにおいて不必要
な摩擦 を生 じなくてすむ。つまり,「部屋に入 ると帽子 をとる(のは常識
だ)」とい う経験的な認識 を背景にして述べたほ うが客観的であ り,公 平,
かっ自然中立的な意見をあ らわす と受 け取 られ る。「タラ」節が一般に個






本稿では学習者が 「卜」節条件文の運用を習得す るにあたり,実 用的な
視点 を獲得するための視点 として,主 として 〈説明表示文>を 手がか りに
「ト」節条件文の機能的な意味用法,す なわち発生,出 現 という現象的な
意味から警告,注 意喚起,助 言 といった発話意図 との連続性 を分析 し
た14)。従来,「 ト」節条件文の意味的なふるまいについては,現 象的な意
味のとらえかたが一般的であったが,こ こではその現象的な意味と話 し手
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